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【活動報告】APWFウェビナーの開催

⚫ 目的： 第4回アジア・太平洋水サミット（APWS）に向け、アジア太平洋地域4８カ国の政府職員、大使館職員
及び日本政府の職員などを対象に、水分野の知見の幅を広げ、深化させる

⚫ スピーカー： コロナ対応を含む最新の水分野の知見を共有するため、アジア・太平洋水フォーラム（APWF）
メンバー機関をはじめ、国際機関等から講師を招聘

⚫ 実施要領： 第4回APWSまでに、1カ月に１回程度開催予定。 1回あたり60分

⚫ これまで４回実施。 実施後は、発表資料、動画をAPWFホームページに掲載 (http://apwf.org/apwf-webinar-series/) 

第1回： 9月23日 セシリア・トルタバータ博士 シンガポール国立大学リー
クワンユー公共政策大学院水政策研究所上級フェロー

「気候変動と国の安全保障」

第2回：10月7日 ハワード・バムジー氏
世界水パートナーシップ（GWP）議長

「気候変動と持続可能な開発と投資―良好
なガバナンスを通じたリスクと機会」

第3回：11月10日 シャバス・カーン博士
ユネスコ・アジア太平洋地域科学局長

「コロナ後のグリーンリカバリーオプションに
向けて、水セクターの道筋の再計画」

第4回：11月26日 トーキル・ヨンク・クラウゼン博士 国際水アドバイザー、
水源から海までの管理・行動プラットフォーム議長

「水源から海までの統合水資源管理―
SDG６（水）とSDG14（海洋）のリンク」

◆ APWFウェビナーの着手にあたり、8月末にストックホルム世界水週間オンラインの一環で開催した先進国水ネットワーク NoWNETメン
バー機関とのウェビナー開催の成功が契機となった。 http://www.waterforum.jp/all/transmitting_japanese/nownet/2020/0916/?p=15469?tag=jp,rep_jp

8月27日「気候変動下の洪水管理に対処していくための自然を基盤とした解決策」

http://apwf.org/apwf-webinar-series/
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（１） ユース活動の背景
• 2022年実施の高校新学習指導要領で「地理総合」が共通必履修科目化
• 「水」を地理総合の主題として学習することは有効
• 「水」は国際的に共通の課題であり、「グローバルに活躍する人材の育成」にもつながる。

（２） ユース水フォーラム・JAPAN／九州
• 第4回アジア・太平洋水サミット（APWS）の開催を契機とし、日本と世界の持続可能な発展に向けて、水関連
分野を中心に、将来、世界で活躍できる若い世代の人材育成を目的として「ユース水フォーラム・JAPAN／
九州」を発足

• 水に関する活動を実践している高校生をネットワーク化
• 日本の高校生の水関連分野における活動等を、ウェブ中心に国際的に情報発信
• 海外の高校生との情報交流を活性化
• 第4回APWSにおいて、アジア太平洋地域の水問題について高校生の視点から情報発信

（３） 当面の対象者
• 水関連分野の活動を実践している、主に九州地域の高校生
• 九州地域の水関連分野の活動団体に所属している高校生 等
（その他、ストックホルム青少年水大賞のグランプリ受賞校やアジア太平洋地域の高校生
にも参加を依頼予定）

【活動報告】第4回APWSに向けたユース活動



4

（４） 推進体制
• 熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 特任教授 渡邉 紹裕 氏
• 九州大学大学院工学研究院 環境社会部門 生態工学研究室 准教授 清野 聡子 氏
• 日本水フォーラム

（５） 第4回APWSでのアウトプットのイメージ
• 今後構築するユース参加型サイトへの動画、写真やコメントの投稿による交流や情報交換
• 日本とアジア太平洋地域の高校生が、水に関する５分間程度の動画を英語で制作し、ウェブサイトへ投稿
• 優秀な動画10本程度を選考
• 選考された1時間程度の動画集を、第4回APWSの会場で映写し、ウェブサイト上でも公開

（６） ユース水フォーラムの将来の展望
• 動画は、JWFでカテゴリー別にライブラリー化
• 第4回APWSのメッセージとして、ウェブサイト上や国内外での会議等のイベントにて
公開して発信

• 将来的には、九州以外の地域やアジア太平洋地域へもユース水フォーラムを拡大

【活動報告】第4回APWSに向けたユース活動
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本日ご評議いただきたいテーマ

水に関する諸分野（利水、治水、環境、ガバナンス、社会制度、文
化等）について、今後、日本の強みを世界に向けて戦略的に情報
発信していくために、世界に向けて何をどのように押し出していく
か、について長期的な視点から、ご助言をいただければ幸いです。

資料4【評議テーマ】


